
（百台/日）

（混雑度）

整備前

A断面

B断面

C断面

整備後

整備後

整備前

整備前

整備後

3割減少

5割減少

2割減少

内容評価評価項目事
業
の
影
響

交通転換により、渋滞緩和が図られる（図４）◎自
動
車
や

歩
行
者
へ

の
影
響

交通渋滞の緩和により、死傷事故が減少し、安全性が向上〇

通過交通の転換に伴う、現道等の交通量減少により、歩行者、自転車の安全性向上に寄与〇歩行空間

◎住民生活

社
会
全
体
へ
の
影
響

◎

地域経済

当該地域において、災害時の緊急輸送道路として、迅速な道路啓開に寄与○災害

環境（CO2排出量）の改善○環境

地域社会

・沖縄西海岸道路は沖縄県中頭郡読谷村から沖縄県糸満市に至る延長約

50kmの高規格道路。このうち、宜野湾道路は沖縄県中頭郡北谷町北谷

から沖縄県宜野湾市宇地泊に至る延長5.8kmの自動車専用道路

２．評価結果１．事業概要

・起終点：沖縄県中頭郡北谷町北谷

～沖縄県宜野湾市宇地泊

・延長等：5.8km

（第1種第3級、4～6車線、設計速度80km/h）

・全体事業費：約1,710億円 ・計画交通量：約56,800台／日

普通貨物小型貨物乗用車

約4,600台/日約6,700台/日約45,500台/日

防
災
機
能
評
価

費
用
便
益
分
析

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

注）上記の値は、親志～真栄里を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業区間を対象とした場
合の防災機能評価結果※被災する拠点の最寄りインターチェンジを拠点とし評価

評価
改善度累積脆

弱度の
変化量

脆弱度
（防災機能ランク）

改善
ペア数

災害時通常時整備後整備前

9
(3) ○

(○)
0.00

（0.00）
0.08
（0.05）

4.40
（7.14）

1.00
[D]

(1.00)
[D]

1.00
[D]

(1.00)
[D]

■道路ネットワークの防災機能評価結果

・国道58号北谷町から宜野湾市の交通渋滞の緩和、交通事故減少に伴う安

全性の確保を図るとともに、中南部西海岸の連結による那覇港・那覇空港

とのアクセス強化や物流の効率化、観光産業を支援

・沖縄西海岸道路は上位計画として地域高規格道路（H6.12月）、沖縄ブロッ

ク新広域道路交通計画（R3.3月）、那覇広域都市計画（R4.11月）に位置づけ

･地域課題等をふまえ、計画段階評価（R3.1月～R4.12月）において以下の政

策目標を設定し、ルート構造を検討

①産業観光振興を支援する道路ネットワークの強化

②幹線道路の機能向上（交通渋滞の緩和・安全性の確保）

①路線概要

②事業目的

③事業実施に向けた検討状況

お き な わ なかがみ ちょう

う ち どまり

ちゃたん

ぎ の わん

総便益総費用EIRR※1（参考)※4B/C

17,271億円※2

(1,532億円※2)
走行時間信頼性向上便益：6,550億円

CO2排出削減便益：46億円

11,007億円※2

(1,137億円※2)
6.3%(5.6%)

2.21.6(1.3)4％

2.92.1(2.1)[2％]※3

3.62.6(2.6)[1％]※3

注）費用便益分析結果は、沖縄西海岸道路全体（読谷村～糸満市）を対象とした場合 （ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合
※1： EIRR：経済的内部収益率
※2：基準年（令和6年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％）
※3：比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率
※4：参考として多様な便益を算出

(

参
考)

一般国道５８号 宜野湾道路に係る新規事業採択時評価
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図2 事業位置図
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図1 広域図
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（終）沖縄県糸満市真栄里
おきなわ いとまん ま え ざと

宇地泊IC

沖縄コンベンシ
ョンセンター

伊利原

伊佐(北)

北谷

牧港

宇地泊

海浜公園入口

伊佐

大山

真志喜

浦添方面

【効果】

・宜野湾道路への交通転換、渋滞緩和により、救急医療

活動を支援（図4）

・基地返還後の西普天間住宅地区跡地では、救命救急

センターを有する琉球大学病院等、沖縄健康医療拠点

として整備が推進（写真1）

・浦添方面から琉球大学病院へのルートは、国道58号及

び宜野湾バイパスがあるが、ピーク時の旅行速度低下

による交通渋滞により、救急搬送を阻害（図3、写真2）

【課題】

出典：プローブデータ（R5.4～R6.3）、整備後（同規格の既存道路から旅行速度を設定し算出）

・混雑度（国道58号・宜野湾バイパス）

宜野湾バイパス：現況 2.00 → 整備後 1.10（５割減少）

国道58号：現況 1.33 → 整備後 1.11（２割減少）

ぎ の わん

ぎ の わん

ぎ の わん

図3 国道58号・宜野湾バイパスの旅行速度
出典：プローブデータ（R5.4～R6.3 17,18時台）

宜
野
湾
道
路

宜野湾道路

米軍基地

米軍基地返還地
西普天間

住宅地区跡地
（沖縄健康医療拠点）

【旅行速度】
0～20km/h 40～50km/h

20～30km/h 50km/h以上
30～40km/h 主要渋滞箇所

北谷方面

浦添方面から
琉大病院

までのルート

ぎ の わ ん

ぎ の わ ん

うらそえ 写真2 伊佐交差点
渋滞状況

浦添方面

交通転換、渋滞緩和による救急医療活動の支援

【課題】
・中北部から那覇港や那覇空港への農産物の搬送ルート
として当該地域周辺の道路が利用されているが渋滞に
より円滑な輸送を阻害（図3、図5、図6）

【効果】
・所要時間の短縮等により、空港・港と物流施設間のアク
セス強化や物流の効率化に寄与

図6 那覇市に発着する

市町村間貨物流動

沖縄市 西原町 その他地域

糸満市 南風原町 豊見城市

中部西海岸地域市町(宜野湾市・北谷町・浦添市)

出典：H27全国道路・街路交通情勢調査

な は

所要時間短縮による産業活動の支援

出典：現況（R3全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度）、整備後（宜野湾道路 設計速度80ｋｍ/ｈ）

・所要時間(那覇空港(那覇市) → アメリカンビレッジ(北谷町))
所要時間 現況51分 → 整備後38分（約13分短縮）

CO2排出削減便益：46億円

【課題】
・観光施設が多数立地している中部西海岸へ観光客の

立ち寄りが多いものの、ピーク時の交通渋滞により、
那覇空港等からのアクセス強化が課題（図3、図5、図7）

所要時間短縮による観光産業の支援

・所要時間(菊の集荷場(読谷村) → 那覇港(那覇市))
所要時間 現況61分 → 整備後50分（約11分短縮）

な は な はよみたんそん

【効果】
・所要時間の短縮等により、空港・港と主要観光施設の
アクセス強化や観光振興に寄与（図8）

※本事業は、リスク分析を行うとともに、着工前重点準備を実施。

▲読谷村の菊集荷場
（沖縄県の菊出荷量は全国第２位）

パルコシティ

58 330

アクセス強化

宜
野
湾
道
路

お き な わ

お き な わなかがみ

宜野湾市

浦添市

那覇市

主な観光・
商業施設

物流・⼯業集積地

51分

38分

所要時間
約13分の短縮

那覇空港 → アメリカンビレッジ

現況 整備後

図8 所要時間の短縮

移転後 琉球大学病院
（R7.1.6開院）

出典：現況（R3全国道路・街路交通情勢調査平均旅行速度）、整備後（宜野湾道路 設計速度80ｋｍ/ｈ）

写真１

図4 混雑度と交通量の変化

B断面
（混雑度：2.00）

Ｃ断面
（混雑度1.33）

大謝名

A断面
（混雑度：1.46）

アメリカンビレッジ
北⾕町

那覇市に発着
する貨物流動の
うち、中部⻄海
岸地域の発着
が約3割

出典：令和5年度観光統計実態調査報告書
図7 観光客の立ち寄り地域

おきなわ

ぎ の わん

混雑度の改善【現況】1.46 →【整備後】1.08（３割減少）

死傷事故件数【現況】79件/年 →【整備後】62件/年（２割減少）

宜野湾道路
ぎのわん

L=5.8km

宜野湾道路
ぎのわん

な は

な は

出典：現況（R3全国道路・街路交通情勢調査）、
整備後（将来交通量推計（R22）より算出）

・琉球大学病院 (宜野湾市)への30分到達圏域人口

現況 92.4万人 → 整備後 94.1万人（約1.7万人増加）

出典：現況（R3全国道路・街路交通情勢調査）、整備後（将来交通量推計（R22）より算出）
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図5 空港・港と主要施設の状況
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